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第１章 点検評価結果の概要 
１ 趣旨説明 

山県市教育委員会では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２７条の規定に

基づき、平成２５年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検評価を行い、その結果に関する報告を行うものです。 

 なお、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に規定されている教育委員会の職

務権限は下記のとおりです。 

【参考】 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 

（教育委員会の職務権限） 

第２３条  教育委員会は、当該地方公共団体が処理する教育に関する事務で、次に掲げ 

るものを管理し、及び執行する。 

（１） 教育委員会の所管に属する第３０条に規定する学校その他の教育機関（以下「学 

校その他の教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関すること。 

（２） 学校その他の教育機関の用に供する財産（以下「教育財産」という。）の管理に 

関すること。 

（３） 教育委員会及び学校その他の教育機関の職員の任免その他の人事に関すること。 

（４） 学齢生徒及び学齢児童の就学並びに生徒、児童及び幼児の入学、転学及び退学に 

関すること。 

（５） 学校の組織編制、教育課程、学習指導、生徒指導及び職業指導に関すること。 

（６） 教科書その他の教材の取扱いに関すること。 

（７） 校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。 

（８） 校長、教員その他の教育関係職員の研修に関すること。 

（９） 校長、教員その他の教育関係職員並びに生徒、児童及び幼児の保健、安全、厚生 

及び福利に関すること。 

（１０）学校その他の教育機関の環境衛生に関すること。 

（１１）学校給食に関すること。 

（１２）青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。 

（１３）スポーツに関すること。 

（１４）文化財の保護に関すること。 

（１５）ユネスコ活動に関すること。 

（１６）教育に関する法人に関すること。 

（１７）教育に係る調査及び指定統計その他の統計に関すること。 

（１８）所掌事務に係る広報及び所掌事務に係る教育行政に関する相談に関すること。 

（１９）前各号に掲げるもののほか、当該地方公共団体の区域内における教育に関する 

事務に関すること。 
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（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２７条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育 

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び

評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表

しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を 

有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 点検評価の実施について 

教育委員会は、「山県市教育委員会点検・評価実施要綱」に基づき、平成２５年度の教

育委員会の事務事業等について、次の内容の点検・評価を実施しました。 

（１）教育委員会の活動状況等 

教育委員会会議の実施状況、調査活動の実施等について 

（２）事務の管理及び執行の状況 

「山県市の教育基本方針」に示す施策の執行状況及びその成果について 

＜評価について＞ 

上記項目について、次の４区分により、その達成度の評価を行いました。 

評  定 内      容 

Ａ 順調に達成しているもの 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの 

Ｄ 順調でないもの 

なお、地教行法第２７条第２項に規定されている「教育に関し学識経験を有する者の知 

見の活用」については、「山県市教育委員会点検評価委員会設置要綱」に基づき、評価委

員会を設置し、評定結果に対する意見の聴取を行いました。 

 

３ 点検評価結果について 

（１）点検評価結果全体の概要 

◇教育委員会の活動状況 

①教育委員会会議の状況 ・・・・・・・  順調に達成している （Ａ） 

②調査活動の状況 ・・・・・・・・・・  順調に達成している （Ａ） 

 

  ◇事務事業の執行状況（全４６項目について評価） 

Ａ 順調に達成しているもの ３３／４５項目（７３％） 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １２／４５項目（２７％） 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの  ０／４５項目（ ０％） 

Ｄ 順調でないもの  ０／４５項目（ ０％） 
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（２）分野ごとの点検評価結果 

 平成２４年度の重点施策別の点検評価結果は、下記のようになりました。 

重点目標１ （全９項目） Ａ 順調に達成しているもの ８ 項目 

「学ぶ意味や喜びを 

味わえる学習づくり」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標２ （全９項目） Ａ 順調に達成しているもの ６ 項目 

「児童生徒のよさを 

生み出す環境づくり」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ３ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標３ （全８項目） Ａ 順調に達成しているもの ７ 項目 

「信頼に満ちた 

安心･安全な学校づくり」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標４ （全11項目） Ａ 順調に達成しているもの ７ 項目 

「「学び」と「活用」の 

サイクルの確立」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ４ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標５ （全 6項目） Ａ 順調に達成しているもの ５ 項目 

「ゆとりとうるおいを 

実感できる文化芸術活動」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの １ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 

重点目標６ （全２項目） Ａ 順調に達成しているもの ０ 項目 

「人間尊重の精神に 

あふれた人づくりの推進」 

Ｂ おおむね順調に達成しているもの ２ 項目 

Ｃ 達成見込みであるが課題があるもの ０ 項目 

Ｄ 順調でないもの ０ 項目 
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（３）事業ごとの評価一覧表 

 「山県市の教育振興計画」に示された「重点施策」「主要施策」「主要事業」に平成２５

年度の「実施事業」を結びつけて評価を行いました。それぞれの関係及び「実施事業」の

評価は、以下のとおりとなります。 

評価記号   「➘」＝２４年度評価より下がる。    「➚」＝２４年度評価より上がる。 

【重点目標１】学ぶ意味や喜びを味わえる学習づくり 

主要施策１ 学習指導方法の工夫改善の推進 評価 

(１)『分かる授業・心にひびく教育』推進事業 Ａ 

(２) 学校管理訪問事業 Ａ 

(３) 教職員の広域人事交流・研修校派遣事業 Ａ 

主要施策２ ふるさとの伝統や地域性を生かした特色ある教育活動の充実 評価 

(１) 学校提案型教育活動推進事業 Ａ 

(２) ふるさと大好き、わくわく体験事業   Ａ 

主要施策３ 学校間連携事業の充実 評価 

(１) 体力つくり・スポーツ振興事業 Ｂ➘ 

(２) 芸術・文化教育推進事業 Ａ 

主要施策４ 教育センター機能の充実と改革 評価 

(１) 「力のある教師」を育てる教職員研修推進事業 Ａ 

(２) 教育センター機能充実事業 Ａ 

 

 

【重点目標２】児童生徒のよさを生み出す環境づくり 

主要施策５ 学校整備の推進 評価 

(１) 小・中学校の耐震化事業 Ａ 

(２) 学校木質化推進事業 B 

(３) エコ改修推進事業       Ａ➚ 

主要施策６ 学校適正規模化の推進 評価 

(１) 学校適正規模の方針に基づいた統合推進事業 Ａ 

主要施策７ 快適な学習環境整備の推進 評価 

(１) バリアフリー化推進事業    A➚ 

(２) トイレ美化推進事業      A➚ 

(３) 冷暖房設備整備事業      Ｂ 

主要施策８ 読書活動の充実と情報教育の推進 評価 

(１) 学習用ＩＣＴ整備事業 Ｂ 

(２) 楽しい図書館づくり推進事業 Ａ 
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評価記号   「➘」＝２４年度評価より下がる。    「➚」＝２４年度評価より上がる。 

【重点目標３】信頼に満ちた安心・安全な学校づくり 

主要施策９ 学校保健の充実と食育の推進 評価 

(１) 学校保健「心と体の健康」推進事業 Ａ 

(２) 地産地消と食育推進事業 B 

(３) 調理員研修充実事業 Ａ 

(４) 調理場整備推進事業      Ａ 

主要施策 10 学校サポート体制の充実 評価 

(１) 学校支援員等配置事業 Ａ 

(２)『心の居場所』事業 Ａ 

主要施策 11 緊急事態への態勢強化を推進 評価 

(１) 携帯電話を活用した安心ネット事業 Ａ 

(２) 生徒指導連携強化事業 Ａ 

 

 

【重点目標４】「学び」と「活用」のサイクルの確立 

主要施策 12 乳幼児期からの家庭教育の推進 評価 

(１) 家族ぐるみの子育て実践事業（家庭教育学級・講座の開設） Ａ 

要施策 13 青少年健全育成の推進 評価 

(１) 青少年健全育成事業 Ｂ 

(２) 成人式開催事業 Ａ 

(３) 学校コラボレーター事業 Ａ 

主要施策 14 新たな生涯学習人口の増加と地域づくりの推進 評価 

(１) 生涯学習関係団体育成･支援事業 Ｂ➘ 

(２) 地区公民館事業 Ｂ 

(３) 交流センター管理･運用事業 Ｂ 

主要施策 15 生涯スポーツの振興 評価 

(１) 体育施設指定管理事業 Ａ 

(２) 体育施設管理事業 Ａ 

(３) スポーツ関係団体育成･支援事業 Ａ 

(４) 総合型地域スポーツクラブ育成･支援事業 Ａ 
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※評価記号   「➘」＝２４年度評価より下がる。   「➚」＝２４年度評価より上がる。 

【重点目標５】「ゆとり」と「うるおい」を実感できる文化芸術活動 

主要施策 16 文化芸術活動基盤の充実と活動の推進 評価 

(１) 文化の里花咲きホール活用事業 Ａ 

(２) 古田紹欽記念館展覧会等開設事業 Ａ 

主要施策 17 市民の読書活動の推進 評価 

(１) 読み聞かせ教室の開催事業 A 

(２) 図書の充実事業 A 

主要施策 18 文化財や伝統芸能等の継承推進 評価 

(１) 文化財保存事業 B 

主要施策 19 国際理解教育の推進 評価 

(１) 青少年の海外派遣事業 Ａ 

 

 

【重点目標６】人間尊重の精神にあふれた人づくりの推進 

主要施策 20 学校における人権教育の推進 評価 

(１) 学校人権教育推進事業 Ｂ 

主要施策 21 あらゆる場、あらゆる機会での人権教育の推進 評価 

(１) 社会人権教育推進事業 Ｂ 

 

＊評価結果   「➘」＝前年度評価より下がる ・・・ ２項目 

「➚」＝前年度評価より上がる ・・・ ３項目 
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第２章  各事務事業の点検評価シート 

様式第 1 号                教育委員会の活動状況  点検評価シート             山県市教育委員会 

内容項目 実    績 成果・課題 評価 

教育委員会会議の実施状況 

○開催回数 

    定例会議    ８ 回 

    臨時会議    － 回 

 

○審議件数 

    議案     ３１ 件 

    専決      ７ 件 

    報告      ２ 件 

 

  

【成果】 

○議案の審議が厳正に行われた。また、会議終了後

には、委員からの情報提供や事務局からの事業の

進捗状況その他の報告に関し、委員と事務局との

意見交換が活発に行われた。 

 

 

【課題】 

●会議の毎月開催に努め、教育委員会の円滑な運営

及び教育振興計画を推進するため政策会議を開催

し、教育委員会の更なる活性化を図る。  

Ａ 

調査活動の状況等 

○視察調査 

・市内視察 

  高富中学校漏水被害視察 

   

   

   

 

 

・市外視察 

  岐阜県教育委員会連合会研修会（瑞浪市） 

 

・その他 

協議会        ２ 回 

市長との意見交換会  １ 回 

【成果】 

○高富中学校における漏水被害箇所の状況等を現地

にて確認及び、学校関係者及び市教育委員会担当

者より事故の経緯及び今後の対応についての説明

を受け、早期普及に向けて生徒の学習環境をでき

る限り確保し安全な学校生活への要望を行った。

なお、復旧工事は年度内に完了できることができ

た。 

○教育委員の自己研修の場とし、県下の教育委員会

の優れた実践活動の交流をとおして、今後の教育

行政の参考とすることができた。 

【課題】 

●市民から信頼される教育行政の運営を目指し、各

種団体と連携を密にし意見交換を積極的に行い、

教育委員会の更なる活性化を図る。 

 

A 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策１ 

学習指導方法の

工夫改善の推進 

 

○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。 

（１）『分かる授業・心にひびく教育』

推進事業 

・３つの教育実践 

「規律・学力・基礎基本」 

・推進校指定、研修校指定による 

 各種研究会の充実 

・就学指導委員会、相談会の充実 

 と特別支援学校との連携による 

 早期からの就学指導の充実 

・特別支援コーディネーターや教育

相談員による研修と活用 

 

学校 

教育課 

基礎学力の向上のための授 

業改善に力点を置き「規律・ 

学力・自己有用感」の視点で 

指導・支援が進められた。 

 

就学指導委員会 ４回開催 

就学相談会 ２回開催 

特別支援コーディネーター研

修会 ２回開催 

教育相談員研修会 ２回開催 

≪成果≫ 
○「規律・学力・自己有用感」の３
つの教育実践を共通に全小中
学校で取り組むとともに特に基
礎基本の定着に力点を置いて
指導できた。 

○基礎学力向上に向けた優れた
教育実践の交流がさまざまな会
議に重ねて行われた。 

○保育園との連携を強化し、早期
からの就学指導を強化できた。 

≪課題≫ 
●今後要支援児童生徒が増加す
ることが見込まれるため、特別
支援コーディネーターを中心と
した全校の支援体制づくりが必
要である。 

 

Ａ 

（２）学校管理訪問事業 

・山県市立学校３つの教育実践の 

 状況把握と推進 

・全教職員の授業等の参観、助言に

よる授業力等の資質向上 

・子どもと向き合う時間を確保する

ための事務の効率化の推進 

・児童生徒の安全確保や教職員の服

務規律の徹底 

 

学校 

教育課 

各小中学校 年 2 回訪問 

・全ての学級の授業，職員の様

子を参観し、指導助言した。 

・管理職、主任層と懇談を行い、

教育活動の推進状況を把握

し、学校経営について指導助

言した。 

・校長会・教頭会を通して、「危

機管理体制の整備」と「教職

員の服務規律の徹底」を指導

し、管理訪問において見届け

をした。 

≪成果≫ 
○各学校の教育目標や特色のあ
る教育活動と「３つの実践」をつ
なぎ、具体的に学び方の充実
や、個に応じた指導、よさの価
値付けなどを推進できた。 

○各校で「命を守る訓練」や危機
管理マニュアルを見直す等実
践的な訓練が実施できた。ま
た、危機管理徹底月間などを設
け具体的な実践内容を掲げ意
識の高揚を図った。 

≪課題≫ 
●各学校の３つの教育実践の成
果と課題を広く交流し、山県市
としての授業改善の方向や手
立てを明確にしていく。 

 

Ａ 
重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 

市民の要

望等 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策１ 

学習指導方法の

工夫改善の推進 

 

○教職員の授業

力を高め、児童

生徒に確かな

学力を育てま

す。 

（３）教職員の広域人事交流･研修校

派遣事業 

・市内経験 10～15 年を基準とした広

域的な人事交流 

・中堅的立場の教職員の広域派遣、 

 他市の指導力のある教職員の受け

入れによる教育活動の活性化 

・市内研修校への計画的な人事派遣 

 

 

学校 

教育課 

広域人事交流 

・岐阜市へ     １名 

研修校への派遣 

・岐阜地区実習校へ ２名 

市町間交流 

・岐阜市、北方町へ ３名 

県教委事務局へ 

・岐阜教育事務所  １名 

・可茂教育事務所  ２名 

・岐阜県教育委員会 １名 

へき地交流へ     

・東白川へ     １名 

 

研修派遣受け入れ  １名 

広域派遣受け入れ 

・岐阜市より    ２名 

郡市間交流受け入れ 

・岐阜市より    １名 

再任用受け入れ   １名 

 

 

 

 

≪成果≫ 
○市内異動において同一
校での在籍期間を短く
する（満期の職員を少な
くする）ことで小中学校
の活性化を図ることが
できた。 

○広域人事交流対象者は
減少しているが、計画的
に派遣事業を進めるこ
とができた。 

○中堅層のリーダーを育
成するために、県教委事
務局や実習校派遣等を
積極的に行うことがで
きた。 

○どの学校にも若手教員
を配置し（全体の平均年
齢が２歳ほど低くなり）
学校や職員間の活性化
が図れた。 

≪課題≫ 
●児童生徒数の減少に伴
い教職員の減少が進む
中、山県市に本拠地を置
く職員や広域人事交流
を終えた職員が多いこ
とから、今後の交流や派
遣は難しい状況にある。
市町間交流を積極的、計
画的に進めていく必要
がある。 

 

A 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策２ 

ふるさとの伝統

や地域性を活か

した特色ある教

育活動の充実 

 

○ふるさと山県

に一体感や愛

情･誇りがもて

る児童生徒を

育てます。 

（１）学校提案型教育活動推進事業 

・地域の伝統産業や自然、施設、人

材を活用した「ふるさとに学ぶ提

案型体験活動」の推進 

・地域や学校の伝統の上に立った「特

色ある教育活動」の推進 

学校 

教育課 

学校提案型教育活動 

９校で実施 

 

テーマ 

 環境、農業体験、伝統芸

能等多岐にわたる実践で、

地域人材の活用が推進さ

れた。 

 

学校コラボレーター事業

の活用により、地域人材の

活用が図られ、地域と学校

をつなぐことができた。 

≪成果≫ 

○学校や地域の特色を生か

した実践が積み上げるこ

とができた。 

○学校コラボレーター事

業と連携し、地域人材を

積極的に活用する中で、よ

り一層ふるさと山県に愛

着がもてる活動となった。 

≪課題≫ 

●地域の文化、日本の伝統的

な文化を学び、継承する機

会の一層の充実を図る。 

 

Ａ 

（２）ふるさと大好き、わくわく 

体験事業 

・ふるさと教育の一環としての宿泊

体験プログラムの開発 

・学校、地域、施設の連携による 

 体験機会、指導者等の開拓 

 

学校 

教育課 

市内全小学校の５年生（伊

自良南小・伊自良北小は４

年生、大桑小は６年生）が

宿泊体験活動をグリーン

プラザみやまコテージに

て実施した。 

 

＜主な活動＞ 

登山、野外炊事、キャンド 

ルサービス、化石学習、 

うどん打ち、クラフト体

験、茶摘み・茶もみ体験 

 

≪成果≫ 

○学校コラボレーター事

業と連携して地域の指

導者の確保ができた。 

○地域の自然や文化に触

れながら、仲間と共にや

り遂げる喜びを実感す

ることができた。 

≪課題≫ 

●山県市の自然や文化に

直接触れることが出来

る活動内容の開拓と安

全面を考慮したボラン

ティアの支援の充実。 

 Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策３ 

学校間連携事業

の充実 

 

○全ての学校が

参加し、体を鍛

え、豊かな心を

はぐくみます。 

（１）体力つくり･スポーツ振興事業 

・主体的な児童の体力向上を目指す

市小学生陸上記録大会を開催 

・技能向上と他校との交流を図り健

全なスポーツ精神を養う市中学校

総合体育大会の開催 

 

学校 

教育課 

・市内全小学校５年生・６年

生を対象に計画したが、天

候不良により中止となっ

た。 

≪ねらい≫ 

記録向上への意欲を高め、

体力や運動能力の向上と生

涯にわたって親しむ態度を

育てる。 

 

≪課題≫ 

●雨天のため、市小学生陸

上記録会は実施できな

かった。 

●学校体育だけでなく、各

スポーツ少年団にも呼

びかけ、積極的に参加す

るよう啓発する。 

 

Ｂ 

（２）芸術・文化教育推進事業 

・市小・中学校文化事業推進委員会

（文学部、絵画部、書展部、音楽

部）による推進体制の強化 

・文集「やまびこ」の学習活動への

活用 

・絵画･書写作品の展示方法の工夫に

よる市民への紹介 

 

 

学校 

教育課 

・各学校において、過去の文

集「やまびこ」の作品を読

む学習活動を位置付け児

童生徒に作文指導を行っ

た。 

・絵画部、書展部は教育セン

ターを活用して展示会を

行うと同時に、優秀作品は

山県市美術館に展示し、児

童生徒だけでなく保護者

や市民に紹介し啓発活動

を行った。 

・花咲ホールにおいて市内全

小学校４年生、中学校２年

生が参加して音楽会を行

った。 

≪成果≫ 

○展示場所を増やし、展示

期間、時間も延ばし、休

日や夜間も含まれてい

たため、家族そろって参

観する家庭が増えた。 

○市内全小中学校が合唱を

披露することで、お互い

の学校の合唱の美しさや

取り組みの素晴らしさを

感じ取ることができた。 

≪課題≫ 

●市小中学校文化事業推

進委員会による各部会

の推進体制をより強化

する。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

学
ぶ
意
味
や
喜
び
を
味
わ
え
る
学
習
づ
く
り 

■主要施策４ 

教育センター機

能の充実と改革 

 

○各種事業推進

のためのセン

ター機能を強

化、効率化を図

ります。 

（１）「力のある教師」を育てる教職

員研修推進事業 

・教職員の研修意欲やニーズを満た

す研修講座の開設 

・教育実践の情報の教職員への提供 

・新しい教育センター組織・施設の

検討 

 

 

 

 

 

 

学校 

教育課 

・昨年度の課題を受けて、ベ

テラン力を活かすために、

「つなぎ塾講師」「教科等

指導員」を委嘱し、ベテラ

ンから若手にプロとして

の教師の在り方をつなぐ

講座を開設した。 

・研究成果をテラステーショ

ンに、デジタルデータとし

て保存した。 

・学校訪問等により、センタ

ー事業の更なる充実を図

った。 

≪成果≫ 

○夏期講座として、「つな

ぎ塾講師」「教科等指導

員」による講座を２４講

座開設し、教職員の資質

向上を図ると共に、講師

のベテラン力をさらに

伸ばすことができた。 

○研究の成果を市内の教

職員がいつでも活用で

きるようになった。 

≪課題≫ 

●さらなるベテランの人

材発掘を進める。 

 

Ａ 

（２）教育センター機能充実事業 

・児童生徒の優秀作品の保管と活用 

・適応指導教室コスモスによる「コ

スモス電話相談」の充実 

 

学校 

教育課 

・開設４年目となり、順調に

センター機能を果たすこ

とができた。 

 

・適応指導教室コスモスと学

校との連携により教育相

談活動の充実に努めた。 

 

・センター所蔵の備品を有効

に活用するよう広報に努

めた。 

 

・施設の有効利用 

市内保育園食育推進事業、 

国体振る舞い事業、スポー

ツ少年団研修 など 

≪成果≫ 

○教育センターの位置づ

けが定着し、学校への支

援・連携も充実してき

た。 

○昨年度より、コスモスに

来所する不登校児童生

徒が減少した。 

○センター施設や所蔵の

備品を有効に活用する

学校等が増えた。 

≪課題≫ 

●施設や備品の整備。 

研修内容を一層充実さ

せる必要がある。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策５ 

学校整備の推進 

 

○だれもが安心

で、だれにも快

適な環境とし

ての学校を創

ります。 

（１）小･中学校の耐震化事業 

・耐震診断結果をもとにして、計画

的に耐震化を進め、平成 24 年度末

に 100％をめざす。 

 

 

学校 

教育課 

・小中学校の耐震化は、平成

24 年度末に完了しました。 

（耐震化率 100％） 

 

・収納棚などの非構造部材に

ついて現地調査を実施し

ました。 

≪成果≫ 

○収納棚などの転倒防止

を図りました。 

 

≪課題≫ 

●計画的に非構造部材（収

納棚・天井等）の耐震化

に取り組んでいく。 

 

Ａ 

（２）学校木質化推進事業 

・耐震化工事や改修工事に合わせた

木質化への取組み 

学校 

教育課 

・木質化への取り組みは実施

しませんでした。 

≪成果≫ 

○なし。 

 

 

≪課題≫ 

●学校施設改修事業の計

画時に県産材使用を検

討し進めていく。 

 

Ｂ 

（３）エコ改修推進事業 

・エコ改修によるＣＯ2削減や学校の

電気料金節約の推進 

・エコ改修を活用した環境教育、エ

ネルギー教育の推進 

・被災時の非常用電源としての活用 

学校 

教育課 

・太陽光発電設備による電気

料金の軽減額。 

  

 高富小学校 308,517 円 

 高富中学校 305,631 円 

 美山中学校 305,271 円 

  合 計   919,419 円 

 

≪成果≫ 

○節電を図ることができ

ました。 

≪課題≫ 

●生徒児童に対して自然

エネルギー資源への理

解と活用について認識

を深める。 

●小・中学校で環境教育の

推進を図る。 

 Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策６ 

学校適正規模化

の推進 

 

○地域の実情や

動向を見つめ、

学校の適正規

模化を推進し

ます。 

（１）学校適正規模の方針に基づい

た統合推進事業 

・複式学級が想定される小規模小学

校の早期の見定め 

・過小規模中学校の教育課程や人事

措置をしたうえでの学校統合の必

要性の判断 

学校 

教育課 

・「山県市小学校及び中学校

適正規模推進計画」に基づ

いて、適正規模の見定めを

行い、２５年度の取みについ

て広報紙、HP 等で広く市民

に周知した。 

 

・今後（Ｈ３１年度まで）の児童

生徒数の一覧表より、今後も

過小規模の学校が複数想

定されることから、「山県市

立小学校及び中学校適正

規模推進計画に基づく適正

規模の取組について」の見

直しを行った。 

≪成果≫ 

○児童に軸足を置き、将来

を見据えて計画的に進め

ることを再確認できた。 

○いわ桜小学校について

は、地理的条件等を考慮

し検討を進めるとともに、

複式学級が継続していく

ため、教育課程の改革や

人事措置を計画的に行っ

た。 

○伊自良中、美山中学校に

ついては、兼務を発令

し、全教科において専門

免許をもつ教諭を配置し

指導にあたれるようにし

た。 

 

≪課題≫ 

●さらに児童生徒の減少に

よる複式学級や中学校の

部活動も考慮し、将来的

に小中一貫校の検討も必

要である。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策７ 

快適な学習環境

整備の推進 

 

○全ての人に優

しく、居心地の

よい学習環境

を整備します。 

（１）バリアフリー化推進事業 

・段差解消、手すり設置等、障がい

者に優しい施設環境の整備 

・全小・中学校への障がい者用トイ

レの設置 

 

 

 

学校 

教育課 

・富岡小学校北舎及び体育

館、桜尾小学校校舎及び体

育館、伊自良中学校校舎及

び体育館に多目的トイレ

を設置しました。 

  富岡小学校  3 箇所 

  桜尾小学校  4 箇所 

  伊自良中学校 4 箇所 

≪成果≫ 

・整備出来ました。 

 

 

≪課題≫ 

●学校施設の改修を計画

的に進めていく。 

 

 Ａ 

（２）トイレ美化推進事業 

・計画的なトイレの乾式への改修 

・和式便器から洋式便器への移行 

・トイレの清掃美化活動 

 

学校 

教育課 

・富岡小学校北舎及び体育

館、桜尾小学校校舎及び体

育館、伊自良中学校校舎及

び体育館のトイレを洋式

化にしました。 

（洋式率 63.8％） 

 

≪成果≫ 

・整備出来ました。 

 

 

≪課題≫ 

●学校施設の改修を計画

的に進めていく。 

 

 Ａ 

（３）冷暖房設備整備事業 

・老朽化した暖房機器の更新 

・空調設備の計画的な更新 

 

 

 

 

学校 

教育課 

実績無し。 ≪成果≫ 

○なし。 

 

 

≪課題≫ 

●児童生徒数の動向に注

視しながら整備計画を

作成し取り組んでいく。 

 B 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

児
童
生
徒
の
よ
さ
を
生
み
出
す
環
境
づ
く
り 

■主要施策８ 

読書活動の充実

と情報教育の推

進 

 

○すべての児童

生徒が読書に

親しみ、快適に

情報機器を活

用できるよう

にします。 

（１）学習用ＩＣＴ整備事業 

・電子黒板等、最新の視聴覚教材や

教育機器の段階的、計画的整備 

・児童生徒や教職員への情報モラル

教育の徹底 

 

 

 

学校 

教育課 

伊自良中学校、美山中学校の

２校の教育用ＰＣを新しく

整備した。 

 

≪成果≫ 

○教師一人一人の情報モ

ラルやリテラシーの意

識を高めることができ

た。 

○映像等を活用すること

で、分かりやすい授業等

教育活動が実現できた。 

≪課題≫ 

●パソコン等購入を計画

的に進め、有効に活用す

る。 

 

 

 B     

（２）楽しい図書館づくり推進事業 

・全小･中学校への読書指導員の配置 

・読書指導員の実践的な研修会開催 

・学校図書館の修繕や設備の充実と 

 ボランティア募集による環境整備 

学校 

教育課 

全小中学校に読書指導員を

配置し、年３回の研修会を行

った。(小規模校は、２校兼務) 

 

1 回目 教育センターにて各

学校の図書館教育

の情報交換 

2 回目  高富中学校にて取組 

み交流 

3 回目 岐阜地区学校図書館 

教育最優秀賞を受

賞した美山小学校

の実践発表 

≪成果≫ 

○図書館運営の交流会を

行うことで、各校の図書

館の掲示等が充実した。 

○読書指導員による積極

的な働きかけで読書を

する児童生徒が増加し

た。 

≪課題≫ 

●児童生徒の読書への興

味関心をさらに高め、読

書率を高める。 

 

 

 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策９ 

学校保健の充実

と食育の推進 

 

○健康な心身を

はぐくむ学校

保健･食育の充

実に努めます。 

（１）学校保健「心と体の健康」推

進事業 

・専門的立場からの助言を教育活動

に活かす医師会、歯科医師会、薬

剤師会等の関係機関との連携 

・学校の実情に応じた年間計画の策

定による保健教育の充実 

 

学校 

教育課 

各学校及び山県市学校保

健会が、医師会、歯科医師会、

薬剤師会と連携を図り、次の

事業を実施した。 

・各種健康診断 

・歯と口腔の健康づくり審査 

・学校環境衛生活動調査 

・学校保健大会の開催 

≪成果≫ 

○学校と学校医が連携を

図り、児童生徒の健康づ

くりができた。 

○各学校が年間指導計画

を基に健康教育に取り

組み、実践力を高めるこ

とができた。 

≪課題≫ 

●健康な生活が送ること

ができる自己管理能力

をさらに高めていく。 

 

Ａ 

（２）地産地消と食育推進事業 

・山県ふるさと食材を活かす献立の

工夫 

・食育や地場産業の育成の観点を大

切にした食材の安定的な供給 

・欠食や孤食等の食生活の改善と家

庭への啓発 

 

 

 

学校 

教育課 

各小中学校で地産地消を

推進し、ふるさとの食材を活

かした献立とした。 

・食品数の割合における地場

産物使用割合 

小中学校 平均 25.7 ％ 

 

全ての学校の学校保健委

員会や給食試食会等で、栄養

教諭及び学校栄養職員を中

心に食育講話を実施した。 

≪成果≫ 

○ふるさとの食材を献立

表にのせることで、地産

地消の推進状況を周知

することができた。 

≪課題≫ 

●地産地消の推進をさら

に進めるとともに、安全

安心な食材の確保に努

める。 

●朝食欠食や孤食等の食

生活の改善を家庭と一

体となって推進する。 

 

B 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策９ 

学校保健の充実

と食育の推進 

 

○健康な心身を

はぐくむ学校

保健･食育の充

実に努めます。 

（３）調理員研修充実事業 

・衛生管理の再確認と徹底 

・地域や日本の食文化を大切にし、

おいしく、栄養価の高い新しい献

立の開発 

 

 

 

 

学校 

教育課 

・春夏２回「学校給食の衛生

管理について」・「タイムス

ケジュールの書き方」をテ

ーマに全調理員対象に調

理員研修会を行った。 

 

・２回目の研修会（調理実習）

では、地産地消、旬の野菜

を使ったメニューとして、

「干魚ずし・白身魚グラタ

ン・切干大根のスープ・も

みじおろし和え」を考え

た。 

≪成果≫ 

○衛生管理意識をより一

層高めた。また、調理実

習で考えたメニューを

実際に１０月、１２月の

給食献立として提供し

た。 

≪課題≫ 

●調理現場での衛生管理

について、栄養教諭及び

学校栄養職員を中心に

今後も指導していく。 

 

 

Ａ 

（４）調理場整備推進事業 

・安全性と効率性を大切にした調理

場の整備 

・ドライシステム運用の徹底による

安全管理 

 

 

学校 

教育課 

・調理場の安全性の確保と効

率化のために、桜尾小学校

と美山小学校の調理場の

整備を実施した。 

 

・各学校とも衛生管理研究会

等の際にドライシステム

運用の再確認を行った。 

≪成果≫ 

○調理場の整備により安

全性の確保等が図られ

た。 

○ドライシステム運用の

必要性を理解し、安全管

理に対する意識が高ま

った。 

≪課題≫ 

●調理場の機器の老朽化

が進んでおり、それに対

応していく必要がある。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 

市民の要

望等 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策１０ 

学校サポート体

制の充実 

 

○全ての児童生

徒が等しく安

全に学べる教

育環境を創り

ます。 

（１）学校支援員等配置事業 

・全ての学校に、学習支援員･教育サ

ポーター等を配置し、特別な支援

を必要とする児童生徒の学業等を

支援 

・学習支援員等の研修会を企画し、

情報交流や指導法交流を行い、支

援機能の強化 

 

 

学校 

教育課 

学習支援員  １３名 

読書指導員    ８名 

教育サポーター ６名（＋１名） 

・学習指導に関わる支援員を

各学校１～２名配置した。 

・読書指導員を全ての学校に

配置した。 

・教育センターに主任学習支

援員を配置し、指導方法等

の研修を実施した。 

≪成果≫ 

○要支援児童生徒が増加して

いる実態に応じ、複数の児童

生徒に学習支援員が寄り添

い、それぞれの児童生徒の実

態に即したきめ細かな指導が

できた。 

○主任学習支援員による支援の

仕方等の研修会や学校訪問

指導を行い、学習支援員の指

導力を高めていけた。 

≪課題≫ 

●有効な支援の在り方の研修を

推進し、さらに学習支援員の

資質向上や支援体制の強化

を図る。 

 

Ａ 

（２）『心の居場所』事業 

・市内３校を重点校として教育相談

員を配置し、連携体制を整備 

・生活相談の実践的な指導法の研修

を日常的に実施し、情報の確実な

把握 

 

 

 

学校 

教育課 

教育相談員   ４名（＋１名） 

・学校の実態に応じて教育相

談員を派遣（高富中２名、美

山中に１名配置）した。 

生活相談員   ４名 

・電話相談、コスモス教室にお

ける指導、学校訪問による

指導を実施した。 

 

・教育センターに主任教育相

談員を配置し、ケース会議、

適切な支援のあり方等の研

修を実施した。 

≪成果≫ 

○学校との情報交流を密にし、

学校、保護者、諸関係機関と

指導方法を共通理解して、不

登校の早期解決・減少を図る

ことができた。 

○毎月の研修会で、市内の児

童生徒の状況と今後の方向を

話し合い、積極的な相談体制

を進めることができた。 

≪課題≫ 

●センター機能を充実するとと

もに、教職員の教育相談にか

かわる資質向上を図る。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

信
頼
に
満
ち
た
安
心･

安
全
な
学
校
づ
く
り 

■主要施策１１ 

緊急事態への態

勢強化を推進 

 

○安心･安全な学

校をめざし、危

機管理･安全教

育を充実しま

す。 

（１）携帯電話を活用した安心ネッ

ト事業 

・不審者情報の携帯電話･パソコンへ

の配信 

・配信元の学校単位機能による教職

員や保護者への情報配信 

 

 

 

 

 

学校 

教育課 

・携帯電話メールを利用した
安心ネットに全保護者の
９６％以上が登録し、不審
者情報等や学校の行事連
絡に利用している。 

 

・ＰＴＡ役員のグループ化を 

作成し会議等の連絡をし 

た。 

 

≪使用頻度（H25）≫ 

・学校からの配信→５９５件 

（H24 は５０２件） 

≪成果≫ 

○市内の不審情報やクマ
出没状況等を素早く周
知できた。 

○学級の連絡網を用いた
電話連絡に比べ、スピー
ドや正確さが増した。 

≪課題≫ 

●学校を取り巻く地域や
諸団体との連携をさら
に図る必要がある。 

●未達者への対応を確実
にし、１００％受信確認
できるようにしていく。 

 

Ａ 

（２）生徒指導連携強化事業 

・中学校区別交流会の開催と自然体

で情報交流や課題などの実践的な

検討を行う「山県市生徒指導情報

交流会」の設置 

・生徒指導連携強化委員会研修会の

開催による最新の知識や指導法の

研修充実 

・中高研究部会の開催による生徒の

様子の交流を通して生徒指導の方

向性の検討 

 

 

学校 

教育課 

＜ねらい＞ 

児童生徒の自己指導能力

を高めるための連携の在

り方 

＜構成員＞ 

市内小中高等学校校長・ＰＴＡ

会長・ＰＴＡ関係役員・生徒指

導主事・青少年育成推進員・主

任児童委員・民生児童委員会長 

＜活動＞ 

総会、小中高研究部会、研

修会を実施した。また、社

会教育関係と学校との交

流会を行い、情報の共有化

を図った。 

≪成果≫ 

○各学校の情報交流をす

ることで、市内の生徒指

導について共通理解す

ることができた。 

○青少年育成推進員など

地域の方々と情報交流

を図る場を位置付ける

ことができた。 

≪課題≫ 

●保・小・中・高との連携

を強め、日常的な情報交

流と活性化を図る。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１２ 

乳幼児期からの

家庭教育の推進 

 

○家族ぐるみの

楽しい家庭教

育のあり方を

啓発します。 

（１）家族ぐるみの子育て実践事業 

（家庭教育学級・講座の開設） 

・全保育園、小・中学校において家

庭教育学級を開設 

・年間計画を立て、計画的に実施 

・就学時健診の機会を活かした「子

育て講座」を開設し、「家族ぐるみ

の楽しい子育て」を啓発 

 

生涯 

学習課 

・家庭教育学級 

保育園･･･８園 

（平均３.２回） 

小中学校･･･１２校 

（平均５.８回） 

・就学時健診時の子育て講座 

 小学校･･･９校（各校１回） 

 

≪成果≫ 

○発達段階に応じた保護

者の在り方を知るなど

の学びの場を設定する

ことができた。 

○保護者同士が子育ての

悩み等を交流する場と

なり、ネットワークづく

りができた。 

○在宅取り組み型を取り

入れるなど、年間を通じ

ての活動が増えてきて

いる。 

≪課題≫ 

●魅力のある家庭教育学

級を計画し、少しでも参

加者を増やせるような

工夫をする。 

●参加に消極的な親に対

して積極的な参加を促

す必要がある。 

 

 

Ａ 



- 22 - 

 

様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１３ 

青少年健全育成

の推進 

 

○地域と家庭･学

校が一体とな

って青少年を

育てる体制を

整備します。 

（１）青少年健全育成事業 

・各青少年団体へ各小･中学校の連携

を強化し、地域主体の育成活動を

推進 

・関係団体やボランティア団体と連

携した地域の安全確保 

・地域と家庭･学校が一体となって児

童生徒を育てる体制の強化 

生涯 

学習課 

山県市青少年育成市民会議

が主に次の事業を実施した。 

・総会 

・少年の主張大会 

・中学生と市長と語る会 

・青少年育成推進大会 

・青少年の非行被害防止全国

強調月間に伴う街頭啓発 

・各小学校区青少年育成市民

会議に補助金を交付し、地

域の青少年健全育成活動

をサポート 

 

≪成果≫ 

○青少年を取り巻く現状

と課題について、関係機

関と情報共有し、連携強

化に努めた。 

○青少年と地域が交流活

動を通し、相互理解を深

めることができた。 

≪課題≫ 

●地域によって青少年健

全育成活動の充実度に

格差がある。 

 

Ｂ 

（２）成人式開催事業 

・成人式や実行委員会の活動の広報 

・実行委員を起用した記念式典企画 

・実行委員会による記念パーティ 

 開催 

生涯 

学習課 

成人式実行委員の企画によ

り美山中央公民館で開催した。 

≪主な内容≫ 

・記念式典 

・立食パーティ 

・記念写真撮影 

≪参加者≫ 

・対象：市内在籍(外国人含) 

    ３０７人 

・出席：２５０人 

・出席率：８１．４％ 

    （前年度７６.５％） 

≪成果≫ 

○大人としての自覚と責

任を持つという意識を

高めることができた。 

○実行委員の企画により、

記念パーティが開催で

きた。 

≪課題≫ 

●実行委員を応募しても

少ないので、広報活動に

努める。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１３ 

青少年健全育成

の推進 

 

○地域と家庭･学

校が一体とな

って青少年を

育てる体制を

整備します。 

（３）学校コラボレーター事業 

・地域コーディネーター会議の開催 

・普及、広報活動の推進 

・学校コラボレーターの行う学習支

援活動、部活動指導等各種支援活

動を効果的、効率的に行えるよう

計画･調整 

 

生涯 

学習課 

各学校においてコラボ活

動が充実してきた。 

≪ねらい≫ 

・学校と地域住民が連携・協

働（コラボレート）するこ

とにより、学校教育の充

実、地域の教育力の再生を

図った。 

≪推進組織≫ 

・３中学校区毎に「地域コー

ディネーター」各１名を設

置しそのとりまとめのた

め統括コーディネーター

を設置した。 

・学校コラボレーター（ボラ

ンティア）に１９６名の登

録者（見守り隊を除く）が

あった。 

≪活動≫ 

（１）学習支援 

・教科部活動指導 

・授業行事の補助 

・郊外活動の引率 

（２）環境支援 

・除草作業 

・図書室整備  等 

≪成果≫ 

○地域コーディネーター

を中心に、事業の推進体

制の確立がきた。 

○学校コラボレーターに

１９６名の登録があり、

学校支援に成果を上げ

ることができた。 

○年間６１４件、延べ 

２，７９８名が活動し

た。 

≪課題≫ 

●学校コラボレーター事

業をいかに地域社会と

一体となった活動とす

ることができるかが課

題。 

●学校評議員が「地域教育

協議会委員」を兼任して

おり、さらなる事業の発

展を図る。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１４ 

新たな生涯学習

人口の増加と地

域づくりの推進 

 

○だれもが自主

的に学ぶ生涯

学習のまちづ

くりのための

環境を整備し

ます。 

（１）生涯学習関係団体育成･支援事

業 

・自主的な運営や活動のための指導･

助言 

・学習意欲を満たすことができる適

切な指導者の紹介 

・団体と行政、他団体の連携のため

の助言 

生涯 

学習課 

・子ども会育成協議会の映画

鑑賞会や、ＰＴＡ連合会の

研究大会、発表会等の指導

助言を行い事業が円滑に

実施できた。 

・青少年育成市民会議とＰＴ

Ａとの合同研究大会が開

催できた。 

・県や地区組織等の上部組織

へ積極的に参加し、連携、

研鑽、親睦を図ることがで

きた。 

 

≪成果≫ 

○子ども会、ＰＴＡ等の活

動を円滑に行うことが

でき、会の発展と会員相

互の理解、親睦が図れ

た。研修を通じて自己研

鑽ができた。上部組織と

の連携ができた。 

≪課題≫ 

●各団体の活動内容の積極

的なＰＲを行うとともに、

事業内容の見直しを図る。 

 

Ｂ 

（２）地区公民館活性化事業 

・ニーズに即した学級や講座の企画

と自主的な運営のための支援 

・公民館職員の資質向上のための支

援 

生涯 

学習課 

・地区公民館講座を開設し、

文化と教養を高めた。 

・自主活動としてサークルが

余暇を利用して活動した。

学習発表会、地域づくりの

盆踊り大会や、山登り・鱒

のつかみどりなどを実施

した。 

・職員資質向上と公民館相互

理解のため各種研修会へ

の参加と、館長、主事会及

び代表館長会を開催し公

民館運営の円滑化を図っ

た。 

≪成果≫ 

○利用団体等が自己研鑽

と仲間作りのため、余暇

時間を活用した。また、

学んだことを地域交流

に役立て、地域リーダー

として活動した。 

○代表館長会を開催する

ことにより公民館の運

営が円滑に行えた。 

≪課題≫ 

●地域住民のニーズに即し

た講座、研修会の開催を検

討する。 

●過疎、高齢化に対しての公

民館の在り方を検討する。 

 

B 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１４ 

新たな生涯学習

人口の増加と地

域づくりの推進 

 

○だれもが自主

的に学ぶ生涯

学習のまちづ

くりのための

環境を整備し

ます。 

（３）交流センター管理･運用事業 

・広報やホームページを活用して積

極的な情報発信 

・施設の老朽箇所の改善･修理 

 

生涯 

学習課 

・リピーターを中心に、市内

外から多数の利用客が北

山交流センターで宿泊し、

研修流ができた。 

≪成果≫ 

○夏季を中心に宿泊客が

あり、研修と交流が行わ

れた。 

≪課題≫ 

●施設が老朽化し修繕費

等が増加しているため、

今後、継続していくかど

うか等検討する必要が

ある。 

  北山交流センターに

ついては、耐震強度不足

のため耐震補強計画を

策定する。 

  山里再生委員会が農

家レストランを開設し

ている為、耐震補強計画 

 にも影響する。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１５ 

生涯スポーツの

振興 

 

○誰もが気軽に

スポーツを楽

しむことがで

きる環境を整

備します。 

 

 

 

 

 

 

（１）体育施設指定管理事業 

・適切な管理･運営状況の把握と助言 

・施設の維持管理についてＴＳＣと

連携して整備 

 

 

生涯 

学習課 

・市総合体育館をはじめとす

る山県市内の社会体育施

設について、ＴＳＣを指定

管理者とし、施設の維持、

管理事業を委託した。 

≪成果≫ 

○指定管理者制度でサー

ビス向上が図られ、利用

者が増加した。 

≪課題≫ 

●指定管理者制度の下、新

たなサービスを検討す

る。 

 

 

Ａ 

（２）体育施設管理事業 

・社会体育施設や学校開放施設の利

用促進とマナー向上 

・使いやすい環境を市民協働で推進

する「体育施設清掃」の実施 

 

生涯 

学習課 

 

 

 

 

・社会体育施設及び学校開放

施設の計画的な貸出がで

きた。 

・６月に利用者による体育施

設清掃を実施した。 

・インターネットを利用した

体育施設予約管理システ

ムの利用を促進した。 

 

 

≪成果≫ 

○体育施設の清掃を利用

者自身が行うことによ

り、物を大切にするなど

奉仕の精神を養うこと

ができた。 

≪課題≫ 

●社会体育施設の清掃ボ

ランテｲアについては、

今後、指定管理者が主催

のもと活動を実施する

よう検討したい。 

 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
学
び
」
と
「
活
用
」
の
サ
イ
ク
ル
の
確
立 

■主要施策１５ 

生涯スポーツの

振興 

 

○誰もが気軽に

スポーツを楽

しむことがで

きる環境を整

備します。 

（３）スポーツ関係団体育成・支援

事業 

・スポ－ツ推進委員を中心に展開す

る市スポーツイベントと新たなス

ポーツの企画運営 

・健康づくりの観点からの体育協会、

体育振興会との連携事業を展開 

・市民のニーズに応じた環境整備と 

運動プログラムの実践 

生涯 

学習課 

・各地区体育振興会による市

民運動会の開催 

・市主催による各種スポーツ

大会の開催 

〈ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会〉  

9月開催 地区代表 32 ﾁｰﾑ 

〈ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ大会  11月開催〉 

地区代表 32チーム 

・市民の地域行事等への参加 

を促し、健康・体力づくり、 

まちづくりに努めた。 

≪成果≫ 

○スポーツ人口の拡大と、

健康の増進及び市民間

のコミュニケ－ション

が図られた。 

≪課題≫ 

●市民のニーズに合った

スポーツのイベント及

び新スポーツ等を開催

できるよう検討する。 

 

 

 

Ａ 

（４）総合型地域スポーツクラブ 

育成･支援事業 

・小中学生対象「スクール事業」 

・世代間交流「スポーツ広場」 

・ニーズに即した事業 

・健康・競技志向、小・中、成年 

対象「スポーツ教室」 

・質を高める「指導者研修」 

生涯 

学習課 

・会員……………1,286名 

・登録指導者……119人 

・スクール事業 

（小）11 種目（中）13 種

目 1,048人登録 

・スポーツ広場事業 

  9種目延べ13,835人参加 

・スポーツ教室事業 

  18講座延べ2,766人参加 

・スポーツイベント事業 

  年 7回延べ 2,226人参加 

 

≪成果≫ 

○多様なニーズに対応し

た魅力ある事業を展開

し、スポーツ振興や交流

を推進した。 

≪課題≫ 

●指導者の確保・養成及び 

市民のニーズに合った

事業を展開していく。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１６ 

文化芸術活動基

盤の充実と活動

の推進 

 

○施設を最大限

に活用し、市民

のニーズに合

わせた活動を

推進します。 

（１）文化の里花咲きホール活用推

進事業 

・各種コンサート・公演による市民

への芸術鑑賞機会の提供 

・小中学校や地域へアーティストを

派遣するアウトリーチ事業の開催 

・ホールでのワークショップ事業に

よる住民の芸術体験等の提供 

生涯 

学習課 

■鑑賞事業 

☆０歳からシリーズ ５回 

・クラシック音楽   

フルート・声楽ほか 

マリンバ･ピアノ 

クラシック&ポップス 

 ジャズコンサート 

・和太鼓      1 回 

・落語、講談    1 回 

・近隣アーティスト 1 回 

■市民参加・体験事業 

・オリジナル演劇制作、公演 

・花咲きコンサート第九合唱 

■芸術の宝箱事業 

（学校アウトリーチ） 

和太鼓、フルート・マリン

バ・ピアノ等クラシック音

楽 

小学校 9 校・中学校３校  

延べ 1,100 人 

 

≪成果≫ 

○アウトリーチ事業 

市内の児童生徒に対し、

質の高い芸術を間近で

体感する機会を提供、豊

かな人間性や感性を涵

養することができた。 

○ホール公演 

ｱｳﾄﾘ-ﾁと連動した公演

により、児童生徒をホー

ルに誘導し一流のアー

ティストらによる質の

高い公演の鑑賞に繋げ

ることができた。 

また、ホールの入場制限

がある乳幼児などを抱

える親子にも安心して

参加してもらえるよう、

昨年に引き続き０歳シ

リーズを実施。クラシッ

クやジャズ音楽の公演

を行い好評を得ること

ができた。  

○市民参加事業 

 花咲きコンサート及び

オリジナル演劇は多く

の市民の参加を得て、盛

大に開催することがで

きた。 

 

Ａ 
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生涯 

学習課 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪課題≫ 

●地理的な要因から集客に

難があるが、工夫を凝らし

た魅力ある事業の推進や

市民の芸術活動を支援す

ると共にイベント及び施

設案内等の周知を積極的

に行い更なる集客・利用率

の向上を図る必要がある。 

 

 

 

 

■主要施策１６ 

文化芸術活動基

盤の充実と活動

の推進 

 

○施設を最大限

に活用し、市民の

ニーズに合わせ

た活動を推進し

ます。 

 

（２）古田紹欽記念館展覧会等開設

事業 

・定期的に展示替えをし、広報･ホー

ムページでＰＲ 

・茶道ボランティアの協力のもと、

茶会や講座の開催 

・地域文化、日本文化の情報発信 

 

生涯 

学習課 

 

・広報等で日本文化、地域文

化のＰＲ 

・日本文化の体感や館への集

客を図るため、通常時の抹

茶体験をはじめ市民茶会

の好日会イベント（年３

回）、新春茶会、子ども茶

道教室生による七夕さら

さら会を実施。そのほか、

開館１０周年を記念して、

古田紹欽特別展示及び特

別公演を開催 

・茶道ボランティアの活動と

して各イベントへの協力

のほか、月 1 回ボランティ

ア交流会を開催 

・館内展示を通して、古田氏

の心の世界をはじめ、幅広

い交流関係や、地域の偉人

を紹介 

 

 

≪成果≫ 

○展示、抹茶体験、市民茶

会、講座などをとおし

て、古田氏の日本文化や

地域文化の素晴らしさ

を発信するとともに、来

館者に心の安らぎ、思索

の場を提供することが

できた。また、開館１０

周年を記念して実施し

た特別展示や特別講演

は多くの来館者及び参

加者を得ることができ、

館の魅力を発信するこ

とができた。 

 

 

                                   

Ａ   
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生涯 

学習課 

 

・貸し館による館のイメージ

アップや集客に繋がる花

展や写真展などの催しを

積極的に実施 

 

 ≪課題≫ 

●開館10周年を迎えたが、

まだまだ館の周知は十

分といえない状況にあ

ることから今後も特別

展示や様々なイベント

を通して館のＰＲに努

めていく必要がある。ま

た、全国に情報を発信し

ていくため古田氏や鈴

木大拙の研究の拠点で

ある松ケ岡文庫と連携

を図るとともに、館の蔵

書公開に向けた取組み

を進める必要がある。 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 

評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１７ 

市民の読書活動

の推進 

 

○子どもから大

人まで、読書に

親しむ環境を

整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）読み聞かせ教室の開催事業 

・子どもたちが楽しく気軽に参加で

きるおはなし会の企画 

・図書館内の内装などにも配慮した

本に親しめる環境づくり 

・イベント、「子ども読書の日」、「子

ども読書週間」等の広報活動 

 

生涯 

学習課 

・読み聞かせボランティアの

協力のもと親子対象に絵

本等の読み聞かせを実施 

 (本館) 

51回実施  238人 

（高富図書室） 

    12回実施   40人 

（みやまジョイフル倶楽部） 

24回実施 116人 

その他 

（児童館）1回 

（げんきはうす）12回 

開催 

・図書館講座として、子ども

を対象に絵本を活用した

ものづくりや体操、遊びを

開催 

 

≪成果≫ 

○親子を対象とした読み

聞かせや絵本を活用し

たものづくりや遊びな

ど実施し、親子に本の楽

しさを知ってもらい、興

味を持たせることがで

きた。  

 

 

Ａ 
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■主要施策１７ 

市民の読書活動

の推進 

 

○子どもから大

人まで、読書に

親しむ環境を

整備します。 

 

（２）図書の充実事業 

・購入できない資料は他館と連携し

た利用ニーズへの対応 

・読みたくなるような展示方法や館

内表示等の工夫 

・利用者のニーズに応じた資料収集 

 

 

 

生涯 

学習課 

 

・子ども読書週間等はポスタ

ー、パンフレットで周知 

・中央公民館で読み聞かせボ

ランティアなどを対象に

読み聞かせのスキルを高

める講座を９回開催 

 

・新刊の定期的な購入及びリ

クエスト資料の購入並び

に他館との相互貸借を積

極的に行い利用者ニーズ

に応じたサービスを実施 

 

・防災や健康など関心が高い

分野のテーマを決めて関

連図書資料を展示 

・図書館サービスの状況を把

握するため利用者アンケ

ートを実施  

・雑誌のスポンサー制度導入 

 

≪成果≫ 

○利用者の要求する資料を

提供することができた。 

○利用者が図書資料を探

しやすくなった。 

○利用者アンケートによ

り、現状把握ができた。 

○雑誌スポンサーに多く

の企業の協賛を得て、雑

誌コーナーの充実を図

ることができた。 

≪課題≫ 

●少子高齢化及び人口減

少により、年々利用者が

減少しつつある。魅力あ

る図書館利用を目指し、

図書資料を充実させる

とともに利用者サービ

ス向上に努めていく必

要がある。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１８ 

文化財や伝統芸

能等の継承推進 

 

○市民のかけが

えのない財産

を学び、次世代

に継承します。 

（１）文化財保存事業 

・文化財保護の啓発 

・老朽箇所の修繕 

・文化財保存会と連携 

・民俗資料の整理整頓、展示の工夫 

 

 

 

 

生涯 

学習課 

・重要無形民俗文化財伝承活

用事業実行委員会の文化

財保存活用事業に対し補

助金を交付。 

・指定重要文化財「白山神社

拝殿」防災設備管理事業に

対し補助金を交付。 

・市指定無形民俗文化財等の

保存団体の保護継承活動

に対し補助金を交付。 

・民俗資料を活用した企画事

業を実施。（100 名が参加） 

・試掘調査を実施し、周知の

埋蔵文化財包蔵地の範囲

を確認。 

 

≪成果≫ 

○文化財保護・保存団体の

活動の活性化を促進し、

地域文化の保護継承の

一助となった。 

○市民ボランティアの協

力の下、民俗資料を活用

した企画事業を実施し、

市民への周知を図った。 

○埋蔵文化財包蔵地の範

囲を確認し、適正に文化

財保護事業を実施して

いくための指標とした。 

≪課題≫ 

●歴史民俗資料館の展示

内容の充実が図れてい

ない。 

 

Ｂ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

「
ゆ
と
り
」
と
「
う
る
お
い
」
を
実
感
で
き
る
文
化
芸
術
活
動 

■主要施策１９ 

国際理解教育の

推進 

 

○多文化共生社

会をめざし、国

際感覚を磨き

ます。 

（１）青少年の海外派遣事業 

・アメリカフローレンス市との交流 

・派遣と受け入れの実施 

・「ホストファミリーの会」研修企画 

 

 

 

 

 

 

 

生涯 

学習課 

・アメリカフローレンス市へ

高校生・大学生を派遣し、

異文化の交流とふれあい

を行った。 

・ホストファミリーの会が中

心となり、ホームステイや

文化交流を行った。 

・ホストファミリーの会の会

員募集を行った。 

 

≪成果≫ 

○山県市とフローレンス

市との交流を図ること

ができた。 

○ホストファミリーの会

員の相互親睦が図るこ

とができた。 

 

≪課題≫ 

●フローレンス市からの

訪問が無くなりました

が、国際交流員を任命

し、着任してもらってい

る。 

今後は国際交流員を核

として交流を検討して

いく。 

 

Ａ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

人
間
尊
重
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
の
推
進 

■主要施策２０ 

学校における人

権教育の推進 

 

○全教育活動を

通し、人権尊重

の精神がみな

ぎる学校をつ

くります。 

（１）学校人権教育推進事業 

・全教育活動で、道徳・人権問題を

含めた「心にひびく教育」の推進 

・人権同和問題に関する研修や広報

活動の充実 

・「ひびきあいの日」事業を実施し、

学校・保護者・地域ぐるみの人権

教育を推進 

 

学校 

教育課 

・中学校区ごとに人権教育研

修会を実施した。 

  年間２～３回 

 

・美山中学校区で、県教育委

員会指導による研修会を

開催し、２小学校 1 中学校

が道徳授業の公開を行っ

た。 

 

・全学校が「ひびきあいの日」

を実施し、地域、学校、家

庭が一体となった人権教

育の推進に努めた。 

 

≪成果≫ 

○各中学校区毎に、３年計

画で道徳教育が推進さ

れることで、道徳授業の

向上を図り、児童生徒の

道徳性を高めることが

できた。 

○授業公開を行ったり、各

学校行事等の活動を地

域に向かって発信した

りすることで、地域と共

に児童生徒の健全育成

に努めることができた。 

 

≪課題≫ 

●地域住民と一体になっ

た活動の充実を図る。 

●「ひびきあいの日」の事

業に保護者や地域が参

加できるように、活動内

容を工夫するようにす

る。 

 

 

Ｂ 
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様式第２号                 事務事業の執行状況 点検評価シート            山県市教育委員会 

重
点
施
策 

重点目標 平成２５年度の目標 担当課 

平成２５年度の実績・成果と課題 
評
価 実  績 成果と課題 市民の要望等 

人
間
尊
重
の
精
神
に
あ
ふ
れ
た
人
づ
く
り
の
推
進 

■主要施策２１ 

あらゆる場、あら

ゆる機会での人

権教育の推進 

 

○学習機会を充

実させ、人権学

習を推進しま

す。 

（１）社会人権教育推進事業 

・市社会人権教育推進協議会の開催

による今日的課題に対応した人権

教育の充実 

・公民館講座、講演会、家庭教育学

級等の学習機会の拡大 

・隣保館での講座による地域住民の

交流促進 

 

生涯 

学習課 

・市民を対象に人権問題のひ

とつである「我が子を犯罪

者にしない子育て」につい

て、8 月に「ネット社会に

おける人権教育」と題し、

講演会を開催した。 

・ＰＴＡ家庭教育学級講座の

中に人権教育を位置づけ

実施。 

・美里会館での地域の小学生

対象による習字教室を開

催した。 

・標語入り啓発物品を作成し

た。 

 

≪成果≫ 

○家庭教育学級、講演会な

どにおいて、人権問題に

ついての学習機会を提

供し、正しい理解と認識

を深め、人権意識の高揚

を図る事ができた。 

○美里会館での習字教室

において、地域の子ども

たちが集うことにより、

交流が図られた。 

≪課題≫ 

●講演会等への参加を広

報紙等において広く市

民に呼び掛けているが、

関係者の参加が大半で

あり、より多くの市民の

参加が得られるよう、時

折の課題をとらえ、講演

会等を計画していく。 

 

 

B 
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第３章 外部有識者の意見（H25年度の評価） 
今年度の山県市教育委員会点検評価委員会において示された意見は、次のとおりです。 

これらの意見については、今後の教育行政に活かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会 調査活動の状況等 

・高富中学校漏水被害について、復旧工事が年内に完了できたことは評価できる。 

・本事案を教訓として、生徒の学習環境と安全な学校生活を確保するために、具体的な危機管理 

体制の徹底を図っていただきたい。 

主要施策１（１） 「分かる授業・心にひびく教育」推進事業 

・基礎学力の向上に力点を置いて指導されていることは、大いに評価できる。今後とも保育園・ 

幼稚園との連携強化を図っていただきたい。 

・要支援児童が増加しており、特別支援コーデｲネーターの研修会開催は重要である。 

・子どもの学習意欲を喚起し、意見を出し合う中で考えが深まる授業の方法を磨くよう努めてい

ただきたい。 

・学校コラボレーター事業を各種授業で活用出来るとよい。 

・「規律・学力（基礎・基本）・自己有用感」の内、「自己有用感」は、「いじめ」の未然防止にも

有効な視点であり、今後も大切にしていただきたい。 

・学力学習状況調査の資料を分析し、改善策を各学校で具体的に取り組み、子どもの姿で示すこ

とができるよう、組織を生かして実施していただきたい。 

主要施策１（３） 教職員の広域人事交流・研修校派遣事業 

・広域人事交流の活性化を今後も進めていただきたい。各市町の受け入れ状況にもよると考えら 

るが、中堅層をリーダーとして育てるためには、大規模校への派遣が必要である。 

主要施策２（１） 学校提案型教育活動推進事業 

・「たぬきの糸車」など教科書教材の内容と結びつけた体験活動は、教材の内容を無理なく深める 

には有効である。 

主要施策２（２） ふるさと大好き、わくわく体験事業 

・仲間とともにやり遂げる喜びが実感できたなどの成果が得られた宿泊体験活動を全小学校で実

施できたことは、大いに評価できる。今後も安全面を考慮し、ボランテイアの支援を継続させ

ていただきたい。 

・ふるさとに学ぶ提案型の体験学習は、単年度で終了することなく数年間継続的に推進していた

だきたい。 
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主要施策３（１） 体力づくり・スポーツ振興事業 

・陸上記録会については、児童のスポーツ意欲等の向上に向けて、確実に開催できるよう運営委 

 員会体制も含めて今後検討していただきたい。 

 

主要施策３（２） 芸術・文化教育推進事業 

・合唱祭・文集・各作品展の事業は、子どもたちのそれぞれの個性を位置付ける場として有効で 

ある。 

・各事業の運営には、担当者の負担が大きくなるため、教育委員会（教育センターを含む）が核 

となり校長会や教頭会が連携し、運営そのものの在り方を改善していくことが必要である。 

主要施策４（１） 「力のある教師」を育てる教職員研修推進事業 

・「力のある教師」を育てる様々な講座を開設する等の研修推進事業は、大いに評価できる。 

・夏季講座「つなぎ塾」は、理科・家庭科をはじめとした安全管理・技術力向上など教職員の指

導力の向上を図るという目的が明確である。 

・今後、教育センターと校長会等が積極的に協力し、より教職員の指導力の向上を図る効果的な

講座内容となるよう協議していただきたい。 

・今後、ベテラン教師が退職し経験 10年未満の教師が多くなるため、若手教師の育成を目的とし

た研修を見通しをもって推進する必要がある。 

主要施策４（２） 教育センター機能充実事業 

・開設５年目を迎え、センターの位置付けが定着してきた。またスタッフの努力が大いに評価で 

 きる。 

・市内８保育園食育推進事業では、センター施設を有効に活用することができた。 

主要施策５（３） エコ改修推進事業 

・本事業は、児童生徒に太陽光発電設備など目に見える形でエネルギー教育、環境教育を推進し 

ていくためにも大切である。成果として、どの程度の節電が図れたのか達成率等が分かる資料 

となるようにしていただきたい。 

主要施策６（１） 学校適正規模の方針に基づいた統合推進事業 

・２５年度の取り組みについて広く周知されたことは、大いに評価できる。 

・さらなる児童生徒の減少による複式学級や中学校の部活動も考慮し、将来的には「小中一貫校」 

も必要であるが、地域の実情や動向を見つめ、適正規模の見定めを行い広く市民に周知いただ 

きたい。 
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主要施策７（２） トイレ美化推進事業 

・２４年度整備できなかったトイレ設備を、２５年度で３校整備できたことは大いに評価できる。 

 今後も、すべての児童たちにやさしく居心地のよい学習環境の整備に努めていただきたい。 

 

主要施策７（３） 冷暖房設備整備事業 

・冷暖房整備について良好な計画実行ができるよう努力いただきたい。 

主要施策８（１） 学習用 ICT整備事業 

・教育用ＰＣの整備状況については評価できる。さらにそれを十分活用することや、児童生徒や 

 職員の情報モラル教育の徹底等の取組を充実させていただきたい。 

主要施策８（２） 楽しい図書館づくり推進事業 

・読書指導員の配置によって読書に親しむ児童生徒が増えていることについては大いに評価でき

る。さらに読書率や到達目標など指標を示すことが必要である。 

主要施策９（２） 地産地消と食育推進事業 

・全ての学校の保健委員会や給食試食会等で栄養教諭を中心に食育講話を実施されたことは評価 

できる。今後もこうした研修（講話）は年数回開催していただきたい。 

・引き続き地産地消推進を進めるとともに、安心・安全な食材の確保に努めていただきたい。 

・食の安全も含め、ふるさとの食材を活かした給食の推進は、今後も必要である。 

・業者による納入の価格差がなるべく発生しないよう配慮が必要である。 

主要施策１０（１） 学校支援員等配置事業 

・要支援児童生徒の増加に伴う学習支援員等の増員は、きめ細かな指導の充実の実現に必要不可 

欠であり、有効である。 

・さらに、より支援活動の充実を図るために支援員等の弾力的な勤務時間について検討していた

だきたい。 

主要施策１１（１） 携帯電話を活用したあんしんネット事業 

・全保護者の９６％以上の登録は大変評価できる。使用頻度も５９５件と昨年より増加し安全・ 

安心な学校をめざした危機管理のためにますます強化推進していただきたい。 

・「学校見守り隊」との連携を進めていいただきたい。 

・学校行事や緊急の連絡がリアルタイムで各保護者に配信されていることは評価できる。 

・今後も、さまざまな研修会や会合への参加を募ること等、あんしんネットの有効活用について

工夫いただきたい。 
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主要施策１１（２） 生徒指導連携強化事業 

・気になる幼児・児童・生徒の就学に向けた幼保・小・中・高の連携を一層深める必要がある。 

・遊びや学習、生活習慣等の発達の特性やつながりについて、幼保・小・中・高の職員が意識し 

て指導できるようにしていただきたい。 

主要施策１２（１） 家族ぐるみの子育て実践事業 

・家庭教育学級（保護者会が主催となり、年間計画を立て計画的に実施することにより、保護者 

同士が子育ての悩みの交流をする等）の充実・ネットワークづくりは評価できる。 

・少しでも参加者を増やせるような工夫や参加者が積極的に参加する対策、子育てに関する講師 

の選択、派遣等について照会する等、魅力ある家庭教育学級づくりを今後も進める必要がある。 

・祖父母世代に向けた孫との関わり合い方等の講座も必要である。 

・保護者世代のニーズや悩みを聞き、それに合わせた講座の工夫を検討していただきたい。 

主要施策１３（１） 青少年健全育成事業 

・多くの青少年が参加できるよう市内の行事の重なりについて配慮いただきたい。 

・中学生・青年が企画し共に作っていくような活動が望まれる。 

主要施策１３（３） 学校コラボレーター事業 

・各学校にコラボ活動が充実してきたことは確かであり大変評価できる。 

・今後は、地域活動と学校評議委員がコラボ事業にどう関わっていくかが課題である。 

主要施策１４（２） 地域公民館活性化事業 

・各地区公民館は、それぞれのニーズに即した活動をされているが、今後地域における人間関係 

を深めることができる活動を考えていくことも必要である。 

・公民館活動の活性化については、公民館の概念を見直すことも含めて今後の課題としてほしい。 

主要施策１５（１） 体育施設指定管理事業 

・利用者が増加したことは評価できる。 

・新たなサービスを進めるとともに利用者のマナー向上に努めることが必要である。 

主要施策１５（２） 体育施設管理事業 

・体育施設の清掃活動について、方法等を検討していただきたい。 
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主要施策１５（３） スポーツ関係団体育成・支援事業 

・市民運動会において、幼児が体育発表をする企画を設けるなど健康増進への意欲を高める教育

につながったことは評価できる。 

・各種団体との合同会議を開催するなどして、さらに市民のニーズに合ったスポーツイベントを 

企画するなどの工夫が必要である。 

主要施策１５（４） 総合型地域スポーツクラブ育成・支援事業 

・本事業については、山県市のスポーツ振興に大いに貢献し成果もあげており評価できる。 

・さらにより市民のニーズや指導者の確保、長期的な見通しのある経営など検討していただきた 

い。 

主要施策１６（１）   文化の里花咲きホール活用推進事業 

・アウトリーチ事業の開催は効果的であり、高く評価できる。今後は、さらなる集客が課題であ

る。 

・少人数を基本とした児童生徒参加型の事業は、豊かな人間性を育むとともに個のもつ可能性を 

引き出す場としてたいへん効果的である。さらに、様々なジャンルの芸術を一つでも多く鑑賞 

等ができる場を提供していただきたい。 

主要施策１９（１）   青少年の海外派遣事業 

・昨年までは、ホストファミリーの会員も新規会員が増え意欲が高まっていたが、現在会員も少 

 なく、フローレンス市からの訪問もなくなってきたことから事業について、今後検討していく 

必要がある。 

主要施策２１（１）   社会人権教育推進事業 

・一般市民が多数参加できるよう会場・内容についてさらに検討する必要がある。 
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○山県市教育委員会点検評価実施要綱  

平成 21 年 2 月 27 日  

教育委員会告示第 7 号  

(目的 ) 

第 1 条 この要綱は、山県市教育委員会 (以下「教育委員会」という。 )が、その権

限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うことで、山県

市教育行政の推進体制を一層充実させ、教育水準の向上を図り、もって市民の期

待に応えるために必要な事項を定めることを目的とする。  

(点検評価の実施及び体制 ) 

第 2 条 教育委員会は、前年度の教育委員会の取組みについて、点検評価を行う。 

2 教育委員会は、前項の点検評価を適正なものとするため、外部の学識経験者に

よって構成する山県市教育委員会評価委員会 (以下「評価委員会」という。 )の意

見を聴かなければならない。  

(評価事項 ) 

第 3 条 教育委員会は、前年度の取組みについて、次の各号に掲げる内容の点検評

価を実施する。  

(1) 教育委員会の活動状況  教育委員会会議の実施状況  調査活動の状況等  

(2) 事務事業の執行状況  山県市教育振興基本計画に掲げる主要施策の施行状

況及びその成果  

(3) 前年度の点検評価結果への対応状況  前年度の点検評価結果において次項

による達成度の評価が C 又は D とされた事務事業に対する対応の状況  

2 前項の点検評価においては、次の 4 区分により達成度の評価を行う。  

A 順調に達成しているもの  

B おおむね順調に達成しているもの  

C 達成見込みであるが課題があるもの  

D 順調でないもの  
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(点検評価の手順 ) 

第 4 条 点検評価を実施するに当たっては、事務局各課がその所管する事務事業等

について第一次評価を行う。  

2 教育委員会は、第一次評価の結果を基に、第 2 条第 2 項に規定する評価委員会

の意見を聴いたうえで、教育委員会会議において最終評価を行う。  

3 教育委員会は、前項の評価結果を報告書にまとめ、議会に提出する。  

4 教育委員会は、前項の報告書を教育委員会のホームページに掲載するほか、広

報等を利用し市民に公表する。  

(庶務 ) 

第 5 条 点検評価の庶務は、教育委員会事務局において処理する。  

(補則 ) 

第 6 条 この要綱に定めるもののほか、この要綱を実施するために必要な事項は、

教育委員会が別に定める。  

附 則  

この要綱は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。  
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○山県市教育委員会点検評価委員会設置要綱  

平成 21 年 2 月 27 日  

教育委員会告示第 8 号  

(設置 ) 

第 1 条 山県市教育委員会 (以下「教育委員会」という。 )が、その権限に属する事

務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行うに当たり、透明性及び客観

性を確保するため、山県市教育委員会点検評価委員会 (以下「評価委員会」という。)

を設置する。  

(所掌事務 ) 

第 2 条 評価委員会は、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いて、外部の視点から評価を行い、教育委員会に評価結果を報告する。  

2 山県市教育委員会点検評価実施要綱第 3 条第 1 項各号に定める点検評価は、そ

れぞれ様式第 1 号～第 3 号により行う。  

(組織 ) 

第 3 条 評価委員会は、委員 10 人以内をもって組織する。  

2 委員は、次に掲げるもののうちから教育委員会が委嘱する。  

(1) 教育学その他教育行政に関する専門知識を有する者  

(2) 学校関係者  

(3) 保護者  

(4) 民間における企業体、団体等の関係者  

(5) その他教育長が適当と認める者  

(任期 ) 

第 4 条 委員の任期は 2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。  

2 委員は、再任されることができる。  
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(委員長 ) 

第 5 条 評価委員会に委員長を置く。  

2 委員長は、委員の互選により定める。  

3 委員長は、会務を総理し、評価委員会を代表する。  

4 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指定した委員がその職務を代理

する。  

(会議 ) 

第 6 条 評価委員会は、委員長が招集し、その会議の議長を務める。  

2 評価委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。  

3 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて、意見を聴取

し、又は必要な資料等の提出を求めることができる。  

(庶務 ) 

第 7 条 評価委員会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。  

(補則 ) 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、評価委員会の運営に関し必要な事項は、委

員長が評価委員会に諮って定める。  

附 則  

この要綱は、平成 21 年 4 月 1 日から施行する。  
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山県市教育委員会点検評価委員会委員  

 

    

平成 26 年度  

（敬称略） 

       委員長  
 

岩  田  惠  司  
 
岐阜大学名誉教授  

       委  員  
 

大  野  朝  義  
 
市自治会連合会会長  

       委  員  
 

武  藤  孝  成  
 
市議会厚生文教委員会委員長  

       委  員  
 

折  戸  敏  仁  
 
県立山県高等学校学校長  

       委  員  
 

河   野   隆  
 
はなぞの北幼稚園園長  

       委  員  
 

西  村  覺  良  
 
市社会教育委員議長   

       委  員  
 

早  矢  仕  煇  
 
市体育協会会長  

       委  員  
 

北  洞  隆  久  
 
市小中学校長会会長  （桜尾小学校） 

      委  員  
 

辻    貴  之  
 
市ＰＴＡ連合会代表  （美山小学校） 

       委  員  
 

大  澤  弘  子  
 
市保育園長代表  （梅原保育園） 

 

 

 


